
Eヨ

もっ
と
も二
＋世
和ゴな
山
米州円で

あっ
た
社
会
主
義
革
命
が
い
ま
や
潰

（
つ
ぶ）
れ
つ
つ
あ
る
と
き 、
「
サ阜

命」
の

不毛陀そ
鋭く
品い
てい
たハ

ン
ナ・
ア
レン
ト
女
史の
後
脅そ
思う

ポ
而 、
な
ぜ
「
市命」
が
それ
ほど
多

く
の
人
々 、
と
く
に
知識
人を
魅惑し

た
のか
そ
考え
ざ
る
を
得ない 。

「
市命」
へ
の
献
狂は 、

現代ア
メ

リ
カ
社
会におい
て
も 、
た
し
か
に
が

在
し
た 。
そ
う
し
た
雰
四
試の
な
か

で 、
多く
のア
メ
リカ
知
識
人が
中国

の
市命は
賠（
か）
けてい
た 。
エ
ド

ガ
l・
ス
ノ
l 、
ニ
ム・
ウェ
l
ル

ズ 、
ア
グ
ネス・
ス
メ
ドレ
ー 、
ル
ウ

ィ・
アレ
イ 、
ハロ
ル
ド・
ア
イ
ザッ

ク
ス
らの

名前がアン
ナ・
ル
イズ・

ス
トロ
ン
グと
と
も
に
すぐ
に
浮かん

で
く
る 。
「
市命」
広
附
けた
の
で
は

ない
ま
で
も 、
「
中国」
に
賭
けた
人

々
に
は 、
オ
1
ウェ
ン・
ラ
テ
ィ
モ

ァ 、
パ
ー
ル・
パッ
ク 、
ジョ
ン・
K

・
フェ
アパ
ン
ク 、
そし
てス
テイ
ル

ウェ
ル
将引と
その
彬
響
下の
人
な々

ど
がい
た 。

さ
らに
太

平洋間組
凋査
会（
I
P

R）
や石
垣
綾
子
女史
らの
活脳
も
あ

ア
ン
ナ・
L・
ス
ト
ロ
ン
グ
再
発
見

毛主用

「
中
国
人
民
の
友」
の
い
ら
立
ち

同
調
米
人
同
士
の
確
執
も
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生
じてい
て 、

現代
史の虫
裂な一
ζ

まを
か
た
ちづ
くっ
てい
る 。

そう
し
た
な
か
で 、
アン
ナ・
ル
イ

ズ・
ス
トロ
ン
グ
火
山入は
小川
見陀
党

の
同
凋
者とい
う
点で

地も際立っ
て

い
た 。

延安訪問後広
川い
た『
中同

人が
中国
を
征
服
する』
（一
九
四
九

年〉
は 、
ス
ノ
ー
の
『
巾
閏
の
赤
い

川戸
応
次
ぐ
中間
続命
物
活と
し
て
脱

まれ
た
レ 、

引中命後の
『
人
民公
社は

拡
が
り
深
ま
る』
（一
九
μ
九
年）

は 、
毛
沢
東型
社
会主
義建
設の
解
説

付けと
し
て
流
布し 、

文他大市Am
期に

つ
づっ
た
『
中
聞
か
らの
手
紙』
（一

九六一
i七
O）
は 、
W寸
時の
中川
指

導
者の
芯
向そ
忠
実に
反映し
た
も
の

と
受
げ止
め
られ
て
きた 。
だ
か
らこ

そ 、
二
度と
ア
メ
リ
カ
に
ぼ
らな
かっ

た
彼
火
誠一
九
七
O
年の
糊八
十
四
越

で
北
京で
死
去し
たと
きには 、
「
進

歩
的な
ア
メ
リ
カ
の作
家に
し
て
中国

人民の
友
人」
と
し
て
手
以く
＃られ

た
の
で
あっ
た 。
つ
ま
りス
トロ
ン
グ

ぷ史ζ
そ 、
終也 、
中
同
諮
問広
大
切

に
され
たア
メ
リ
カ
知一瀬
人の
典型
な

のだ
と
私はと
れ
ま
で
考え
て
きてい

た 。

そのよ
う
な
私の

凡万が
修正
を
迫

られ 、
彼
女が
病
床は
あっ
た

埠腕年

には
ア
メ
リ
カへ
の
帰国
を
噌ん
で
も

閉店た
され
ず 、
肉親の
ジョ
ン・
ス
ト

ロ
ン
グ
に
会い
たく
て
も
巾同
首
府
は

彼の
入同
そ
持さ
ず 、
mm
りとい
ら立

ち
のう
ち
に
生
紅を
閉
じたこ
と
な
ど

そ
知っ
た
のは 、
私が
カ
リフ
ォルニ

ア
大学サン
ディエ
ゴ
校の
大
学
院で

教鞭（
きょ
うベ
ん）
を
と
る
よう
に

なっ
て
か
ら
で
あっ
た 。
同

大学学長

補
佐を
泊める
政治
思
組
史の
トレ
l

シl・
ス
トロ
ン
グ
教
慢がス
トロ
ン

グ

火山Xの
必
の
孫で 、
ヘ
リl
ヌ・
ケ

イサl
友人と
アン
ナ・
ル
イズ・
ス

トロ
ン
グの
克
明な
伝必
『
現に宿る

誠（Ri
gh
t
－－
n
h
er

So
u
l）
』
（一
九
八一一一
年）
を
帯

し
て
お
り 、
川

教授と
問問
りAHう
機会

を
ねたか
ら
で
ある 。

も
と
よ
り 、
ス
トロ
ン
グ
女
史
は

町、＼
誌�、

今
年は
寺
山
修
司
没
後
十年と
い

う
の
で 、
寺山
ブ1
ム
がつ
づい
て

い
る 。
そうい
う
展示
会のた
め
で

は
ない
が 、
おす山
さん
と一
舶の
折

の
写
只が
必
要に
なっ
たと
と
が
あ

る 。
在る 、
と
思っ
てい
た
定
位
慨

に
それ
が
ない 。
私は
その
問に
引

っ
越し
を
し
てい
たと
と
を
忘れ
て

い
た
の
で
ある 。
仕
方な
く
他の
写

「

世界の
市命 、
と
く
にア
メ
リ
カ
作

衆国
の
厳
命」
に円以
献
する
日
的を
生

癌
貨と
う
と
し
た 。
それ
ゆえ
に
彼
女

は
ア
メ
リ
カ
持
産
党へ
も

入党そ
希唱

し
たと
と
が
あっ
た
が 、

川党は
彼
女

房』
矩ん
でい
る 。
その
開
山につ
い
て

は 、

彼女ほど
の
ラ
ツカル
がマッ
カ

1
シ
ズ
ム
の
時
期そ
難な
く
過ご
せ
た

乙
と
と
と
も
に
問
迦と
し
て
践る
が 、

一
つ
には
敏作品の
打
き
Uのトロ
ッ
キ

ー
と
の
交友
関
係
が
あっ
たとい
え
よ

う 。
ス
トロ
ン
グ
火
史はロ
シ
ア
市
命

直後 、
当
時のア
メ
リ
カ
の
大
新
聞ハ

1
ス
ト
社の
通
い
品と
し
て
モス
ク
ワ

へ

旅坐Cれ
た 。

被交は
た
ちま
吉山市

命
同
調
者
と
な
り 、
そ
の
臓
そ
失
う

が 、
トロ
ッ
キー
と
知
り
合っ
て一
時

は
彼の
英
語
教
師陀
も
なっ
た 。
トロ

ッ
キー
がス
ター
リン
は迫
欣され 、

『
込
切
られ
た
小
命』
をHい
い
た
凶

は 、
彼
ぷも
トロ
ッ
キー
を
批判し
て

蕗子

HHで
私
財務』し
のい
だ
が 、
行
引けが

終
わっ
て 、
片
づ
け
る
時
に
なっ

て 、
例の
り
μが
沼
る
りと
山て
米

た
の
で
ある 。

写只は
寺山
さん
と 、
型
自の
夕

食の
時刻を
打ち
あわ
せ
てい
る
ワ

只で
あっ
た 。
裏面
に 、
一
九八二

年
十二
月
十
九
日 、
渋府什
ぃ出
品会
館

で 、
と
占い
てい
る 。
妹の

永畑道

長の『
恋の
m－
臼
越市4
件』

出版必

念
会の
片
隅で
のζ
と
で
あっ
た 。

覗
n 、
私と
妹は 、
守
山さん
と

落
ち
あっ
て 、

渋谷
のパ
ル
コ
の
瓢

亭
で
同日
食を
た
のし
ん
だ 。
お互
い

の
若
冷ぞ
交換し
た 。
寺
山
さん
は

安永

い
る
けれ
ど 、
ジャ
ー

ナ
リス
トと
し

て
の彼
火の
虫
初の
広
『歴
史の
地
初

の
時
llロ
シ
ア
の
新生
活の二
年』

（一
九二
問
年）
には 、
トロ
ッ
キー

が一M
Xを
川い
てい
る 。

や
が
て
ソ辿
に
失明レ 、
ま
たモス

ク
ワ
を迫
われ
る
身と
なっ
たス
トロ

ン
グ
次
史は 、
今
度
は
中
間
で
毛
沢

東 、

刷胤
来
ら
中
間

共産党の
指
導者

と
籾し
く
なっ
た 。
「
情川トに
出掛は
蜘

り子の
虎（
と
ら）
で
ある」
と
の
宅

沢
必
発問パそ
引き出し
た
の
も
彼
女で

ある 。
に
もかかわ

らず彼次は
銀
狐

で
あ
り 、
ス
ノi
hょ
たやス
メ
ドレー

火
山Xらと
もしっ
く
りい
か
な
かっ
た

よう
で
ある 。
これ
らの
人々
は
手を

取
り
合っ
て
中間
共

産党そ
ドV援し
た

かのよう
に
思われ
が
ち
で
ある
が 、

た
とえ
ばラ
テ
ィモ
ア
の
川
似必
に
あ

るス
メ
ドレー
女
史へ
の
冷淡
な
J
裂

に
も
示され
る
よ
う
に 、
決し
て
そう

一枚の写真

もう

五回拠
歌そ
作
りたい
よ 、
と

Jっ
た 。
伎の
命は
あと一
年
単いだ

よ 、
と
Jつ
で
も 、
よく
食べ
る
寺

山さん
か
らは 、
すぐ
に
は
納
ωで

きない
言
葉で
あっ
た 。
翌
年五
月

間
口 、
寺山
さん
は逝っ
た 。
一
年

早い 、
と
口析し
かっ
た 。
鈍っ
た

q
Aの
寺
山
さん
は
紺の
セー
ター

を
むてい
て 、

特悔（
せい
かん）

で
ある 。

数
年後 、

西域へ
出か
けるζ
と

が
あっ
た 。
仰のな
か
に 、
守山
さ

ん
の
『
地
球空
洞
説』
一
冊を
入れ

た 。
口
頭に上
海を
舞台と
する一

揖いが
あっ
たか
らだ 。
旅砲の
第一

で
は
な
かっ
た 。
頓
争
以
搬
や
対
抗

心 、
それ
に
保々
な
利
…省

関係も
あっ

たの
で
あろう 。

一

ス
トロ
ン
グ
女
史の生
泥そ
飯
り返一

っ
て
私に
印
象的な
のは 、

彼hAの
家

系と
育ちの・以
さ
で
ある 。

父劉はパ

ジフィ
ス
トと
し
て
知
られ
た
プロ
テ

ス
タン
トの
牧師
だっ
た
が 、
ス
トロ

ン
グ
家も母
方のトレ
1
シl
家も一

六 ．．．
 0
年代にニュ
l
イン
グ
ラン
ド

に
入航し
たアメ
リカ
で
もっ
と
も
山

都ある
家柄で
ある 。
こ
う
し
た
必ま

れ
た
境遇
が
逆に
彼
火の正
義感と
急

進
特
そ
刺
激
し 、
ロ
シ
ア 、
メ
キ
シ

コ 、
スペ
イン 、
中川
さ

平山紀の

「
H小命」
を
漉
り
歩くと
と
に
なっ
た

の
で
は
な
かろう
か 。

彼火の
少
女
時

代のあど
けない
写
只は 、
良家の子

’Kと
し
て
の
似品と
と
もに
激しい
側

性と
哉
がままそ
も
映し
出し
てい
る

よう
に
私には
山崎われ
る 。

Hめは上
海相他
界そ
歩くと
と
で
あ

っ
た 。
k
海で
は
じ中山
さん
と
は全

く
無
献の
科迅
の
旧
制（
注ゅ
うせ

き）
そ
辿（
たど）
っ
た 。
し
かし

翌
日
西安
に
飛び 、
更
に
数担へ
飛

ぶ上
向L
か
ら 、
砂前
佑レ
た
地μ立を

見
下ろし
たと
き 、
「
地
球の
中は

が
らんど
う
で
あ
り 、
その
州側に

は
無にい
たる
入口
が
在る」
とい

う 、
レ
イモン
ド・
バ
ー

ナー
ドの

J
岬況
を
冠
し
て
J
う
寺
山
さ
ん
の

「

新川凶ど
へ
の
緩い
が
わ
かる
よ

う
な
以がし
た 。
国
東は 、
時に 、

現
実そ一
歩も二
歩も
先取
り
する

か
F内定 。

（
歌人）
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